









 昭 和 四 年 一 月
 京 都 帝 國 大 學
 化 學 研 究 所
         序
         序
 大 正 十 五 年 十 月 化 學 研 究 所 が 京 都 帝 國 大
學 に 附 置 せ ら れ て 以 來、所 長 は じ め 所 員、研 究
員 等 其 の 專 問 ε す る 所 を 孜 々 研 究 し て 倦 ま
ず。 其 の 業 績 は 既 に 或 は 内 外 の 學 術 雑 誌 上
に 襲 表 せ ら れ 或 は 實 際 に 慮 用 せ ら れ て 公 に
奉 ず る も の 少 な し ε せ ず。
 而 し て 化 學 研 究 所 は 随 時 講 演 會 を 開 催 し
て 業 績 の 公 表 に 併 せ て 化 學 知 識 の 慮 用 普 及
に 從 ふ。 既 に 大 阪 市 朝 日 會 館 に 於 て 昭 和 二
年 六 月 に 第 一 回 を 昭 和 三 年 六 月 に 第 二 回 の
講 演 會 を 巻 末 に 記 載 す る が 如 き 順 序 に て 催
せ り。 爾 回 共 参 集 者 堂 に 満 ち 熱 心 に 賠 講 せ
ら れ し は 所 長 は じ め 所 員 一 同 の 光 榮 蓬 す る
所 な り。 此 の 光 榮 を 記 念 す る 爲 め に 雨 回 の
講 演 會 に 於 け る 講 演 筆 記 又 は 其 の 要 旨 を 集
め て 刊 行 せ り。 同 好 の 士 の 精 讃 を 得 ば 幸 な
り。
 巻 頭 に 所 長 近 重 理 學 博 士 の 演 読 筆 記 を
載 せ し は 化 學 研 究 所 設 立 の 趣 旨、目 的 を 明 か
に せ ん が 爲 な り。     編 輯 者 識 す。
           昭和 四年 一月
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        化 學 研 究 所 彙 報
            學 術 講 演 會
 第一回學術講演會を昭和二年六月四日午後一時より同五時孚迄大阪市朝 日會館に於
て次の順序の もεに開催せり己
 1.開 會 の 譜       所 長 近 重 傅 士
 2.光 の花學作用xS生命      所 員 堀 揚 博 士
 3.内 分 泌 の 話       所 員 前 田 博 士'
 4.滋 味食料品の調製ε化學     所 員 近 藤 博 士
 5.最 近化學工業の登達      所 員 喜 多 博 士
 6.日 本刀の鍛造ε其の化學(活動窮眞)
 7.閉 會 の 僻         所 員 喜 多 博 士
                           以  上
 第二回學術講習會を昭和三年六月二日午後一時孚より同六時迄大阪市朝日會館に於
て次の順序のも三に開催せり。
 1.開 會 の 僻       所 長 近 重 傅 士
 2.電 氣泳動並に其の磨用に就て(講演)    所 員  志 方 博 士
 3.二 液相をなす合金の研究              足 田 ドクトル
 4,電 氣分銅電解液清浮剤ミしての活性炭素    小 川 學 士
 5.昇 華金屡内微結晶の配列に就て      山 本 學 士
 6.硝 子に附著せる金屡薄膜の加熱による状能憂化に就て  澤 井 學 士
 7.金 屡の腐蝕ε其の防錆(講潰)    所 員 渡 邊 搏 士
 8.グ リセリドの分離に關する研究   所 員 鈴 木 搏 士
 9.芳 香族 アルシン酸の電解還元             中 田 學 士
 10.人 絹強度増進の一方法          所 員  喜 多 博 士
 ll.錬 金 術 に就て       所 長 近 重 博 士
 12.閉 會 の 辞       所 員 堀 揚 博 士
                           以  上
                ほ04)
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             報 女 及 び 特 許 目 録
          特 許 及 び 報 文 目 録
 各研究家より獲表したる報文及び特許の目録を示せば次の如し。
   近 重 研 究 室
Toshimichi Yamamoto:On he arrangements of the mjcro-crystals in zinc and
 cadmium obtained by sublimation.
   Mcm=Coll. Sci., Kyoto, A, Vol. XI,39(lg28).
近 重 眞 澄 ;金 屡 の 化 學
  日 本 化 學 會 創 立 五 十 年 記 念 講 演 集  13頁
同 人;東 洋 錬 金 術(軍 行 本 一 印 刷 中)
   喜 多 研 究 室
Ikutaro Sawai und Otoldchi Morisawa:
 Uber die Zug. tandstinderung auf Glas niedergelagten Silberspiegels bei der
 Erhitung.
 Zeit. fUr anorganische u. allgemeine Chemie. Bd.168,49,(Ig27)
Ikutaro Sawai und Otokichi Morisawa:
 Uber die Schrumpfung des Glasfadens beim Erhitzen. Zeit. fUr anorgansiche
 u・allgemeine Chemie. Bd.173.361,(Ig28)
木 村 和 三 郎
 蝋 油 不 飽 和 脂 肪 酸 の 成 分 に 就 て(工 業 化 學 雑 誌30,858)(1927)
 リ ノ レ ニ ン酸 の 光 學 誘 導 饅 に 就 て(工 業 化 學 雑 誌31,1073)(1928)
喜 多 源 逸 、 菅 野 源 一 郎
 酷 酸 繊 維 素 皮 膜 製 造 及 び 紡 糸 試 験(第 一 、 二 報) (工 業 化 學 雑 誌31,731,733)(1928)
喜 多 源 逸 、 植 松 達 巳 、 増 田 周 三
 酷 酸 繊 維 素 皮 膜 製 造 及 び 紡 糸 試 験(第 三 報)(工 業 化 學 雑 誌31,739)(1928)
                 (105)
            報 女 及 び 特 許 目 録
                              醒一           一
  前 田 研 究 室
Senji Utino:(j[b3r die Wirkung der proteolytischen Fermente auf die Benzoyl-und
 Phtaly1-Derivate d r Polypeptide.1. Uber die Wirkung des Darmerepsins und
 der Hefeprotease uf Phtaly王glycylglycin u. Phtalyldiglycylglycin.       '
 II. Uber die Wirkung der Gewebeproteasen auf Benzoyl.und Phtalylglycylglycin.
 IIL Uber die Wirkung der Pankreasproteasen auf Benzoyl-und PhtalylglF'cyl-
 glycin. The Journal of Biochemistry, IX, No.2,453-497(lg28)
  堀 場 研 究 室
S.Horiba and H. Baba:
 The Determination of the Vapour Pressure of Sodium and Potassium Chrorides.
    (Bulletin Chem. Soc. Japan,3,12(lg28物理 化學の進 歩1,458(1927)))
S.Horiba and T. Ri:
 On the Decomposition of Carbon Monoxide in the Presence of Reduced Nickel.
 (Prclim量nary Report)
    (Bulletin Chem. Soc. Japan,3,18(lg28物理 化 學 の 進 歩2,11,(1928)))
堀揚信吉、李泰圭
 接閥燭媒作用の物理化學的研究
  遷元 ニツケルの存在に於ける一酸化炭素の分解。
   (日 本學術協會 第四回大會 幅岡 昭和三年)
堀揚信吉、石井新次郎            ・
 光による膠質の生成(第 二二報)
  銅膠質の生成
   (物理化學の進歩2,(第 三輯)(1928)
特 許
 嚢明者 堀揚信吉、石井新次郎
   爲眞感光劃製造法      特許番號七プに二八 一
                (106)
                         報 交 及 び 特 許 目 録
  獲明者 今堂健雄
        反射廻析格子用波長入分光装置    實用新案特許出願中
     近 藤 研 究 室
Kinsuke Kondo&Tsunetomo Hayashi:The influence of salts on the iso-electric
  behavior of the protein.
      Mem. ColL Agri., Kyoto Imp. Uni. No.5, Art.1.(lg28)
Kinsuke Kondo&Tsunetomo Hayashi:On the Iso.electric point of glutenin.
      Mem. Col1. Agri., Kyoto Imp. Uni. No.5, Art.1.(igz8)
     松 宮 .研 究 室
Kaoru Matsumiya:On organic compounds of arsenic I. Reaction between the
  Griguard reagent and arsenious chloride. Mem. ColL Sci. Imp. Univ. Kyoto,
  Ig20, IV.217.
Kaoru Matsumiya:On、organic ompounds of Antimony I. Reaction between
  ct-naphthylmagnesiu.m bromide and inorganic antimony compounds. Tri一 ユー
  naphthylstibine and some of its derivatives. Ibld. Ig25, VIII I I.
Kaoru Matsumiya and Minoru Nakai:On organic compounds of arsenic I I. R、モac-
  tion between the Grignard reagent and arsenic trioxide. Ibid. Ig25. VIII.307.
Kaoru Matsumiya:Ditto I I I. Reaction between arsenic trichloride andα 一naphthyl
  compounds of mercury, Ibid. Ig25. VIII。3gI.
Kaoru Matsumiya and Minoru Nakai:Ditto IV. Reaction between the Griguard
  reagent and arsenic trisulphide. Ib三d.lg26. X.57
Kaoru Matsumiya and Hisakazu Nakata:Ditto V, The electrolytic reduction of
  3-nitro-4-hydroxy-phenyi arsenic acid. Ib三d. I g27. X. I g9.
特 許 第 四 一 三 四 六 號   大 正 十 年 十 二 月 廿 七 日
  特 許 名 構  ア ミ ノ 芳 香 属 ア ル ジ ン.酸 の 精 製 法
  嚢 明 者 政 所 政 治 郎
                                (107)
            報 文 及 び 特 許 目 録
特許第七一四〇六號   昭和二年三月十八日
 米國特許  第一六〇七七〇號
 特許名構  電解還元にょる「サルブルサン」製造法
 登 明 者  松宮馨、中田久和
  志 方 研 究 室
志 方 盆 三 ボー ラログラフに依る銅錯盟の研究(第 一報)
 物理化學の進歩(第 一巻第四輯1--18)(昭 和二年)
輻 鋲 同  一・ (第二報)
 物理化學の進歩(第 二巻)掲 載の筈
垂謙 編 ボー・・グ・・に依・購 生成物の研究(第 二報)… 酸蹴 て
 農化誌第四巻第四五號457-482(昭 和三年)
藤 編 同  上(第 三報)D・ac・・y1及びAceb… 蹴 て
 農化誌寄稿濟
特 許 電氣淫透法に依 る泥炭製板方法
 登 明 者  志方盆 三、佐藤金次郎
 出 願 中 (特許願受付番號昭和三年 第8129號)
                ('108)
